
◇実習による岩石の観察

様々な岩石の光の反射の様子を調べたり，強力な磁石と岩石との反応を調べる実習を通して，

火成岩と堆積岩を見分けさせる。

① 岩石にＬＥＤライトを用いて，岩石に光を当てて反射光を観察する。

② 岩石を，「ほとんど反射光が見られないもの」「ところどころ反射光が見られるもの」「全体

的に反射光が見られるもの」に区別する。

③ 強力な磁石を糸でつり下げたもの（名称“マグマグネット”）を用いて磁石と岩石との反応

の強さを調べ，反応のあるものと，ほとんどないものに区別する。

この２つの実習において，「反射光が見られ，磁石に反応するもの」は火成岩である可能性

が高く，その逆は堆積岩である可能性が高い。

このように，生徒自身が手を動かし，探究的な実習を通して火成岩と堆積岩を見分けること

により，「どうしてだろう？」「もっと他のものでもやってみたい」という意欲が高まり，岩

石学習が魅力あるものに生まれ変わる。

□参考１：岩石の反射光

鉱物は結晶であり，結晶面という平坦面を持っている。火成岩に含まれる鉱物は初生的な形

状を保っているため，結晶面により光をよく反射する。特に大型の鉱物ほど反射光が強くなる

ため，火山岩は斑晶部分が輝き，深成岩は全体的に輝くことになる。

一方，堆積岩では，その粒子は運搬される過程で表面が傷ついたり摩耗したりしてしまうこ

とが多いため，光が反射しにくい傾向がある。ただし，中生代の砂岩など，古い堆積岩は続成

作用が進行し，粒子間の隙間に新たな鉱物が生じているため，よく光を反射するものが多くな

るため，観察させる際には注意が必要である。

□参考２：磁石との反応

マグマは鉄を多く含み，火成岩には鉄鉱物である磁鉄鉱（magnetite）という磁性を持つ鉱物
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が多く含まれており，火成岩は磁性が強くなる傾向がある。しかし，単に磁鉄鉱が多いという

理由だけで火成岩の磁性が強いわけではない。1000℃以上の温度のマグマが冷却される過程（火

山岩の生成）において，磁鉄鉱のキュリー温度（578℃）を通過する際に地球磁場が岩石中の

磁鉄鉱に記録され，すべての磁鉄鉱の磁性が同じ方向となる。そのため岩石全体としての磁性

はさらに強くなる。

一方，堆積岩をつくる地層では，水流によって粒子は重量ごとに分離されやすく，非常に比

重の大きい磁鉄鉱は選別されてしまう傾向がある。また，火成岩のように熱残留磁気を獲得す

る機会もない。しかし，海底や湖底等で粒子が堆積する際に，わずかに含まれる磁性鉱物は，

その時の地球の磁場の向きに並んで堆積する確率が高く，堆積岩にも極めて弱い残留磁気は残

っている。
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